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　　　は、埼玉の広大な大地の上に広がる
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日本外科学会認定専門医・指導医
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da Vinci Console Surgeon Certificate 取得
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臨床研修指導医
緩和ケア研修会修了
医学博士（東京大学）

相
そ う ま

馬 大
だ い す け

介

埼玉石心会病院
外科部長
包括的がん診療
センター長

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
他
の
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
、
喫

煙
、
塩
分
過
多
の
食
事
、
過
度
な
飲

酒
、
運
動
不
足
、
加
齢
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

  

早
期
発
見
が
鍵

　

初
期
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
進
行

す
る
と
腹
痛
、
食
欲
不
振
、
吐
血
、
黒

色
便
な
ど
が
現
れ
ま
す
。
日
本
で
は
男

性
に
比
較
的
多
い
が
ん
で
す
が
、早
期
発

見
の
場
合
は
治
癒
率
が
高
く
、
5
年
生

存
率
は
ス
テ
ー
ジ
I
で
90
％
以
上＊
で
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
胃
カ
メ
ラ

（
胃
内
視
鏡
検
査
）
は
粘
膜
を
直
接
観

察
で
き
、
早
期
が
ん
の
発
見
率
が
バ
リ

ウ
ム
検
査
（
胃
部
X
線
検
査
）
の
2
～

3
倍
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

気
に
な
る
部
位
が
あ
れ
ば
組
織
を
そ
の

場
で
採
取
（
生
検
）
し
、
確
定
診
断
も

可
能
で
す
の
で
お
勧
め
で
す
。

　

50
歳
以
上
の
方
は
2
年
に
1
回
受
診

す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

「
胃
が
ん
」
に
対
す
る

  

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

  

原
因
と
リ
ス
ク

  

「
胃
が
ん
」
は
、
胃
の
内
壁
を
覆
う

粘
膜
の
細
胞
が
が
ん
化
し
、
無
秩
序
に

増
殖
す
る
病
気
で
す
。

　

主
に
胃
の
粘
膜
か
ら
発
生
し
、
早
期

胃
が
ん
（
が
ん
が
粘
膜
下
層
ま
で
に
留

　
２
０
２
５
年
10
月
よ
り
「
胃
が
ん
」

に
対
し
て
「
ダ
ビ
ン
チ
Xi
」
を
使
っ
た
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
開
始
し
ま
し
た
。

  

「
ダ
ビ
ン
チ
Xi
」
の
一
般
的
な
メ
リ
ッ

ト
は
、
3D
高
解
像
度
画
像
に
よ
る
精
密

操
作
、
手
振
れ
補
正
と
多
関
節
ア
ー
ム

に
よ
る
細
や
か
な
動
き
が
可
能
で
、
合

併
症
リ
ス
ク
の
低
減
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
は
低
侵
襲
（
小
さ
な
傷

で
出
血
量
が
少
な
く
、
身
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
）
で
、
術
後
在
院
日
数
が
短

く
、
痛
み
が
少
な
い
手
術
と
い
え
ま
す
。  

  

「
胃
が
ん
」
に
対
し
て
は
、
膵
臓
上
部

の
リ
ン
パ
節
切
除
が
安
全
に
行
え
、
膵

臓
損
傷
や
膵す

い
え
き
ろ
う

液
瘻
な
ど
の
合
併
症
を
減

少
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

体た
い
く
う
な
い
ふ
ん
ご
う

腔
内
吻
合
（
胃
と
腸
の
つ
な
ぎ
合
わ

せ
）
も
正
確
に
行
え
、
再
発
リ
ス
ク
が

低
く
な
り
ま
す
。

　
従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
よ
り
操
作
性
が

高
く
、
進
行
が
ん
の
一
部
で
も
適
用
可

能
で
す
。

　
当
院
・
外
科
で
は
開
腹
手
術
、
腹
腔

鏡
手
術
を
含
め
、
病
気
の
状
態
等
に
合

わ
せ
た
方
法
や
組
み
合
わ
せ
で
手
術
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
る
）
と
、
進
行
胃
が
ん
（
固
有
筋
層

よ
り
深
く
浸
潤
す
る
）
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

原
因
の
多
く
は
ピ
ロ
リ
菌
（
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
）
の
感
染
で
、
長

期
的
な
胃
炎
や
萎
縮
性
胃
炎
を
引
き
起

こ
し
、
が
ん
の
発
生
リ
ス
ク
を
高
め
る

胃
が
ん

大
腸
が
ん

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
、始
動

治
療
に

胃
が
ん

埼
玉
石
心
会
病
院
で
は
、
２
０
２
５
年

埼
玉
石
心
会
病
院
で
は
、
２
０
２
５
年
66
月
に
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ビ
ン
チ

月
に
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ビ
ン
チ
XiXi
」を」を
導
入
し
、

導
入
し
、

77
月
か
ら
「
大
腸
が
ん
（
結
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
）」、

月
か
ら
「
大
腸
が
ん
（
結
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
）」、
1010
月
よ
り
「
胃
が
ん
」
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
開
始
し
ま
し
た
。

月
よ
り
「
胃
が
ん
」
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
が
ん
は
、
男
性
の
主
な
部
位
別
が
ん
死
亡
数（
２
０
２
４
年
）に
お
い
て

こ
の
二
つ
の
が
ん
は
、
男
性
の
主
な
部
位
別
が
ん
死
亡
数（
２
０
２
４
年
）に
お
い
て

「
肺
が
ん
」に
続
い
て
、

「
肺
が
ん
」に
続
い
て
、
22
番
目
、

番
目
、
33
番
目
の
多

番
目
の
多
ささ＊＊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
埼
玉
石
心
会
病
院

本
号
で
は
、
埼
玉
石
心
会
病
院  

外
科
部
長

外
科
部
長  

包
括
的
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
長
・
相
馬
大
介
医
師
に「
胃
が
ん
」に
つ
い
て
、

・
相
馬
大
介
医
師
に「
胃
が
ん
」に
つ
い
て
、

外
科
副
部
長
・
落
合
亮
二
医
師
に「
大
腸
が
ん
」に
つ
い
て
、
病
気
の
概
要
、
治
療
、
予
防
法
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

外
科
副
部
長
・
落
合
亮
二
医
師
に「
大
腸
が
ん
」に
つ
い
て
、
病
気
の
概
要
、
治
療
、
予
防
法
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

埼玉石心会病院

da Vinci Xi

＊出典：地域がん登録によるがん生存率データ（1993年～2011年診断例）（5年生存率）

＊出典：厚生労働省「2024年人口動態統計（確定数）」



＊2 出典：令和５年度　市町村別がん検診受診率順位（国民健康保険被保険者）

＊1 出典：大腸癌治療ガイドライン医師用2024年版

手
術
の
対
象
で
す
が
、「
腹
部
大
動
脈

瘤
」
の
患
者
さ
ん
は
、ロ
ボ
ッ
ト
の
鉗
子

が
当
た
る
と
破
裂
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り

対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
直
腸
が
ん
」
の
手
術
は
頭

を
低
く
し
て
行
う
た
め
、
緑
内
障
の
患

者
さ
ん
は
眼
圧
が
上
昇
し
て
、
視
力
障

害
が
進
行
す
る
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
に

は
、
術
前
に
眼
科
医
の
チ
ェッ
ク
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
頭
低
位
も
必
要
最
小
限

に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

  

患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト

　
腹
腔
鏡
手
術
と
比
べ
、「
直
腸
が
ん
」

を
切
除
し
た
後
に
起
こ
る
合
併
症
「
自

  

発
症
要
因
と
自
覚
症
状

  

「
大
腸
が
ん
」
は
、
結
腸
や
直
腸
と
い

っ
た
大
腸
に
で
き
る
悪
性
腫
瘍
の
こ
と

で
す
。
日
本
で
は
患
者
数
が
増
え
て
お

り
、
男
女
と
も
に
身
近
な
が
ん
の
一つ
と

い
え
ま
す
。

　

発
症
に
は
、
加
齢
や
食
生
活
、
運
動

不
足
、
喫
煙
、
飲
酒
、
家
族
歴
な
ど
が

関
係
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
期
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
進
行
す
る
と
血
便
、
便
通
の
変

化
、
腹
痛
、
貧
血
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
症
状
だ
け
で
の
判

断
は
難
し
い
た
め
、
定
期
的
な
検
診
が

重
要
で
す
。

  

検
査
と
予
防

　

簡
便
で
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
は

便
潜
血
検
査
で
す
。
結
果
が
陽
性
の

場
合
は
、
大
腸
カ
メ
ラ
（
大
腸
内
視
鏡

検
査
）
な
ど
の
精
密
検
査
を
必
ず
受
け

ま
し
ょ
う
。

律
神
経
障
害
（
排
尿
障
害
や
性
機
能

障
害
）
」
や
他
の
合
併
症
が
少
な
く
な

り
、
開
腹
移
行
率
も
低
下
し
、
入
院
期

間
も
短
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
新
の
「
大
腸
が
ん
」
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン＊
１で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
実

施
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
も
は
や
標
準

治
療
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
生
存
率
な
ど
の
⾧
期
的
な
予
後
は

今
の
と
こ
ろ
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
も

腹
腔
鏡
手
術
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
ダ
ビ
ン
チ

Xi
」
の
導
入
で
、
よ
り
低
侵
襲
で
質
の

高
い
治
療
が
可
能
に
な
り
、
患
者
さ
ん

に
貢
献
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

  

「
大
腸
が
ん
」
は
早
期
発
見
が
重
要

で
す
。
40
歳
以
上
の
方
は
年
1
回
の
検

査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

予
防
に
は
野
菜
、
果
物
、
オ
ー
ト
ミ

ー
ル
な
ど
食
物
繊
維
が
多
い
食
品
を
積

極
的
に
摂
って
腸
内
環
境
を
整
え
、
リ
ス

ク
と
い
わ
れ
て
い
る
赤
身
肉
や
ハ
ム
な
ど

の
加
工
肉
を
控
え
る
こ
と
が
効
果
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
適
度
な
運
動
を
し
て
肥
満
を

予
防
す
る
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
量
を
減

ら
す
こ
と
で
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
に
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
大
腸
が
ん
」
に
対
す
る

  

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

　

当
科
で
は
年
間
１
６
０ 

件
前
後
の

「
大
腸
が
ん
手
術
」
を
行
っ
て
お
り
、

近
年
は
腹
腔
鏡
に
よ
る
低
侵
襲
手
術
が

ほ
ぼ
9
割
で
す
。

  

「
ダ
ビ
ン
チ
Xi
」
導
入
後
は
、
外
科

手
術
の
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
「
大
腸

が
ん
」
の
患
者
さ
ん
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

がん検診から
治療が
始まります

落
お ち あ い

合 亮
り ょ う じ

二

埼玉石心会病院
外科副部長

日本外科学会認定専門医
日本消化器外科学会認定専門医
日本消化器外科学会認定消化器がん
　外科治療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医（大腸）
日本内視鏡外科学会
　ロボット支援手術プロクター（大腸）
da Vinci Console Surgeon Certificate 取得
臨床研修指導医

大
腸
が
ん
（
結
腸
が
ん
・
直
腸
が
ん
）

地域のみなさんへ

　2023年の狭山市の「がん検診
受診率」は、「胃がん：10.5%（埼
玉県 6.9%）」、「大腸がん：5.9%

（埼玉県6.6％）」と約90% の方が
検診を受けていない状況です。
   「がん検診」は早期発見につな
がる効果的な方法です。まずは

「がん検診」でご自身の状態を知
り、予防に努めることから始め
ていただけると幸いです。
　埼玉石心会病院では、「包括的
がん診療センター」も稼働を開
始し、医 師 の 他、「が ん」を専門
とする看護師、薬剤師など多職
種が「包括的」に診療・治療にあ
たっています。
　私たち医療者が治療だけでな
く、より多くの地域のみなさん
に「が ん 検 診」を受け てもらえ
るよう働きかけることはとても
重要な責任だと思います。これ
からもさまざまな機会に啓蒙活
動を行ってまいります。



　埼玉西協同病院は所沢市の東部にある99床の病院です。埼玉石心会病
院には当院の患者さまを専門の科や救急で紹介したり、埼玉石心会病院か
ら急性期～慢性期まで紹介入院を受けたりと幅広く連携をさせていただ
いております。
　当院は安心して地域に住み続けることを支える病院として、総合内科を
中心に、眼科、整形外科、皮膚科、外科、歯科、口腔外科の診療を担っており
ます。特に病院内に歯科があるので、入院患者さま全員のお口の中を確認し
ておいしく食べられることを支援しています。また2名の言語聴覚士がいる
ので、飲み込みに不安を感じている方にも評価とアドバイスをしています。 
　埼玉西協同病院は2026年5月に前身の富岡診療所開設から75周年、中
富に移転して25周年を迎えます。地域の皆さまには大変お世話になりあり
がとうございます。これからも地域に寄り添う拠点病院として皆さまの健康
と生活を支えていきます。どうぞよろしくお願いいたします。
　

三つ葉在宅クリニック

　2025年8月、入間市豊岡にて訪問診療を中心としたクリニックを開院い
たしました。消化器外科専門医、腫瘍内科専門医として多くの診療に携
わった経験を生かし、地域の皆様が安心して医療を受けられる環境を提供
したいと考え、レントゲン、超音波、心電図、血液ガス分析装置などの検査機
器を備え、24時間体制で対応しております。特に、がんの治療を終え、残さ
れた時間をご自宅で過ごしたいという患者様の想いを叶えられるよう万全
の体制を整えています。また、さまざまな理由で通院が困難になった方に対
し、ご自宅で医療を受けていただける訪問診療を提供しています。
　私たちの経営理念は、地域に「安心」を提供することです。患者様やご家
族、共に働くスタッフ、そして地域に暮らす皆様が安心して生活できるよう
医療体制を整え、「今日、お家に帰りたい」という患者様の想いを大切にし、
可能な限り迅速に対応することを心がけています。ぜひお気軽にご相談く
ださい。 https://www.mitsuba-zaitaku.com/

埼玉西協同病院

https://nishikyoudou.mcp-saitamawest.jp/

さやま総合クリニック健診センターでは、異常を発見するひとつの判断材料となる
血液検査オプション（腫瘍マーカー）を多数ご用意しています。

当健診センターの人間ドックは、自由にオプション検査を組み合わせることができます。
この機会に気になる検査項目を追加してはいかがでしょう。

みんなの健康塾ちゃんねる医療情報を“もっと”お手軽にGET!

公式SNS

さやま総合クリニック健診センター

人間ドックの血液検査オプション［腫瘍マーカー］

ABC検診
（胃がんリスク検査）
5,500円

CA19-9
（糖鎖抗原19-9）
1,760円

CEA
（癌胎児性抗原）
1,760円

胃がんの主な原因と考えら
れているヘリコバクター・ピ
ロリ菌の感染の有無を調べ
る抗体価検査と、胃粘膜の
萎縮の程度を調べるペプシ
ノゲン検査を組み合わせ、
胃がんリスクをグループ分
類（ABC分類）する検査。
※問診の結果、検査を実施でき
ない場合もございます。

消化器（大腸・胃）を中心
に肺・膵臓・乳・子宮など
比較的多くの部位の異常に
反応を示す検査。

消化器でも特に膵臓・胆
嚢・胆管の異常で高値にな
ることがあり、大腸・肺の
異常にも反応を示す検査。

健診センターでは2026年1月14日よりLINEから
のご予約受付を開始しました。人間ドック、健康
診断などを時間や曜日を気にせず、ご予約いた
だけますので便利です。この機会に健診センター
公式LINEを友だち追加してご活用ください。

受付時間
平日　　8：30～18：00
土曜日　8：30～12：30
　　　 （日・祝日：休み）

さやま総合クリニック
健診センター予約はじめました！

LINE
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャン
す
る
と
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の
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ま
す
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元
コ
ー

ド
を
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